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論文内容の要旨 
目的：エイコサペンタエン酸(以後 EPA)は、血管内皮機能を増強し冠動脈疾患患者の臨床転帰を
改善させることが報告されている。本研究の目的はスタチンによる至適脂質低下療法を受けてい
る冠動脈疾患患者において、EPA が残存する血管内皮機能障害を改善するかどうかを検討するこ
とである。 
方法：スタチンによる薬物療法を受けており、血清低比重リポ蛋白コレステロール濃度が 100 
mg/dl 未満の 80 人の冠動脈疾患患者を、スタチンに 1,800 mg/日の EPA 製剤を追加する群と(EPA 
group, n = 40) スタチン治療単独群(Control group, n = 40)の 2 群に無作為割り付けした。各
脂質プロファイルと Flow-mediated dilation(以後 FMD)を、割り付けの直前と 3 ヶ月以上の治療
期間後の 2つの時点で測定した。また本検討では割り付け前の FMD が 6%未満と血管内皮機能障害
を有する患者のみを対象とした。 
結果：平均 5.2±1.7 ヶ月間の治療の結果、EPA group では血清 EPA 濃度と EPA に対する血清アラ
キドン酸(AA)濃度の割合 (EPA/AA 比)は有意な増加を示した(血清 EPA 濃度： 62.5±38.1 から
159.8±53.8 μg/ml、EPA/AA 比：0.45±0.34 から 1.20±0.55、ともに p < 0.01)。また EPA group
において血清トリグリセリドは有意に減少した (150.7±92.9 から 119.3±60.7 mg/dl、p= 0.02)。
一方、対照群では有意な変化は認められなかった。FMD は、EPA 群で有意な改善を示した(2.6±
1.6 から 3.2±1.6%、p = 0.02)のに対し、Control 群で有意な変化は認められなかった(2.7±1.6 
から 2.4±1.7%、p = 0.29)。 
結論：EPA はスタチンによる至適脂質低下療法を受ける冠動脈疾患患者の血管内皮機能を増強
し、FMD を改善した。 
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